
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

2012年度とよひら・りんく 

第２回合同会議を開催 
                          

                     ２０１２年８月２７日（月）１８：３０～２０：００ 

                     西岡福住地区センターにて第２回合同会議を開催しました。 

                     地域の医師、歯科医師、薬剤師、行政関係者、介護事業所関係者、 

                    他在宅医療連携拠点事業採択事業者等、７１名の参加がありました。 

 

                               タッピ―ねっと 代表 星野 豊 先生 

                                         （東苗穂病院 院長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会    ２０１２年９月５日発行 第９号 

 

 

 

    [８月２７日 合同会議の様子] 

アンケート（一部） 

・行政や医師会との連携が素晴らしい。（医療機関医師） 

・既存の在宅ケア連絡会や医師会と上手に対応してい

る印象を受けた。（医療機関医師） 

・市内の他地区の在宅ネットのお話が聞けて、良かっ

た。（医療機関事務職） 

・地域の課題や現状が分かりやすかった。 

（医療機関ソーシャルワーカー） 

・在宅に関する多職種が参加していると感じた。 

（調剤薬局 薬剤師） 

・地域住民の参加も課題にあげられているところに感

銘を受けた。 

札幌市東区東部地区在宅医療連携協議会の活動について 

 今年度「在宅医療連携拠点事業」を受託された東苗

穂病院の星野豊院長をお招きし、先日設立された「札

幌市東区東部地区在宅医療連携協議会」（通称：タッピ

―ねっと）の活動のご紹介をして頂きました。 

 

災害発生時に備えた対応策の検討について 

 災害発生時に備えた対応策の検討も必要です。今回

は東日本大震災の支援に行かれた当会の寺本信副会長

（西岡水源池通りクリニック院長）と帝人在宅医療株

式会社の方に「医療支援」「HOT患者様の支援」につい

てお話して頂きました。 

 

アンケート（一部） 

医療支援について 

・現地での褥瘡対策について、勉強になりました。 

（医療機関医師、事務職ら回答者多数） 

・実際の現場での経験談は大いに参考になります。 

（医療機関医師、介護施設管理者ら回答者多数） 

HOT患者様の支援について 

・HOT 患者様のアンケートの内容により現実的な問題

が分かった。（医療機関看護師） 

・具体的な対応がマニュアル化されているのが良いと

思った。（医療機関看護師） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村 

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  

メールアドレス：okamura@keiwakai.jp 

とよひら・りんく ホームページ http://www.toyohiralink.jp/  

事務局より 

9月 24日（月）第 2回終末期カリキュラム研修会 

11月 26日（月）第 3回合同会議 

詳細情報はホームページにてご確認下さい。 

地域講話を開催しました。 

9月 1日（土）に西岡会館（西岡まちづくりセンター）にて地域講話を開催し

ました。地域の皆様等、33名が来場されました。 

アンケートでは「このような機会を今後も開催して欲しい」などのご意見を

頂きましたので、今後も継続的に開催したいと考えております。 

【講演１】「これからの在宅医療～住み慣れた地域で暮らすために～」 

       西岡病院 岡村 紀宏 医療ソーシャルワーカー 

【講演２】「被災地支援から考えること」 

       西岡病院 大澤 悟志 理学療法士 

アンケート（一部） 

【講演１】「これからの在宅医療～住み慣れた地域で暮らすために～」 

・人口減社会の中で在宅医療の取り組みが必要なことが分かった。 

・医療機関の仕組みについて、参考になりました。 

・今後の生活に不安を感じていましたが、取り組みを聞き、少し安心しました。 

 

 当会の五十嵐知文副会長（西岡病院副院長）からは、

西岡病院での計画停電の対応の紹介と災害発生時を想

定したマニュアル（案）の説明を行いました。マニュ

アルの具体的な内容や今後の訓練などについては、次

回の合同会議で議論して行きたいと考えています。多

くのご意見をお願い致します。 

 

アンケート（一部） 

・計画停電の取り組みは参考になった。（医療機関医師） 

・災害発生時の対応をマニュアル化されて参考になっ

た。（医療機関事務職） 

・洪水予想マップや雪害対策も必要ではないか。 

（医療機関医師） 

訪問薬剤指導マニュアルについて 

 第１回合同会議の訪問薬剤師のグループワークで議

論された訪問薬剤指導マニュアルについて、西岡メデ

ィカル薬局の上田直人薬剤師より説明がありました。 

 皆様の意見をお聞きし、良いものを作成していきた

いと思います。 

 

アンケート（一部） 

・患者様に説明する時に必要なツールであると思う。

（医療機関医師） 

・患者様や多職種に周知できれば良いと思う。 

（調剤薬局薬剤師） 

 

【講演２】「被災地支援から考えること」 

・災害時の対処方法、心構えが参考になりました。 ・やはり忘れてはいけないことだと実感しました。 

・身近な方が被災地支援に行かれていることを知りませんでした。勉強になりました。 

・高齢の両親がいますので、どのようなことが不自由なのか参考になりました。 

・報道ではみていたが、今回の講話を聞き、とても良かった。 

・実際に行かれた方のお話でしたので、大変参考になりました。 

今回の地域講話の開催に際しては、地区の地域包括支援センターと介護予防センターの協力を頂きました。あり

がとうございました。 

mailto:okamura@keiwakai.jp
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